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（単位：千円）

和152号線歩道設置工事費 33,160

海野保育園運営費・広域保育所運営委託料 27,300

御堂地区関連事業設計委託料並びに工事費 18,264

生活保護医療扶助費 26,000

第二体育館天井・給食施設・消防施設修繕費 18,036

後期高齢者医療広域負担金 8,284

一般会計補正予算主な内容

第４回
定例会

総括質疑 13億円の債務負担行為認める
湯の丸高原仮設プール建設へ！

　
平
成
29
年
第
4
回
定
例
会
は
、1
億
8
0
0
0
万
円
余
を
追
加
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
、条
例
改
正
案
な
ど
19
件

を
可
決
し
ま
し
た
。補
正
予
算
で
は
、湯
の
丸
高
原
に
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
仮
設
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
債
務
負
担
行
為

（
16
〜
17
ペ
ー
ジ
の「
議
会
Q
&
A
」参
照
）の
設
定
が
議
会
の
焦
点
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、国

や
県
補
助
の
精
算
に
伴
う
事
務

費
や
財
源
の
調
整
と
、新
規
事

務
・
事
業
費
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。主
な
内
容
は
3
㌻
左
下
の

表
に
ま
と
め
ま
し
た
。財
源
は

国
・
県
の
補
助
金
と
地
方
債
、繰

越
金
・
基
金
繰
入
金
で
す
。ま
た
、

湯
の
丸
・
仮
設
プ
ー
ル
建
設
に

向
け
て
、寄
附
金
を
財
源
と
し

た
債
務
負
担
行
為
の
補
正
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

「
仮
設
プ
ー
ル
」建
設
の
債

務
負
担
行
為

問　

湯
の
丸
仮
設
プ
ー
ル
を

め
ぐ
っ
て
、今
年
度
の
歳
出
予

定
は
な
い
が
、な
ぜ
12
月
議
会

で
債
務
負
担
行
為
の
設
定
が
必

要
な
の
か
。

答　

31
年
度
の
供
用
開
始
を

め
ざ
す
た
め
、30
年
4
月
か
ら

工
事
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

13
億
円
の
企
業
版
ふ
る

さ
と
寄
附
金
に
よ
る
財
源
の
見

通
し
は
。

答　

29
年
度
に
32
社
か
ら

8
5
0
0
万
円
を
見
込
み
、う

ち
29
社
が
書
類
手
続
き
中
で
、

3
社
が
準
備
段
階
だ
。約
束
い

た
だ
い
た
企
業
、新
た
に
訪
問

す
る
企
業
に
次
年
度
以
降
、支

援
依
頼
、事
務
手
続
き
を
進
め

る
。

問　

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
ど
う
な
る
か
。

答　

目
標
額
を
6
億
円
と
定

め
て
、集
め
は
じ
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。間
違
い
な
く
6
億
円

に
向
か
っ
て
伸
び
る
。

問　

債
務
負
担
行
為
設
定
に

よ
り
仮
契
約
を
今
年
度
内
に
や

り
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、そ
の

時
点
で
仮
設
プ
ー
ル
の
具
体
的

契
約
内
容
を
提
示
で
き
な
い
か
。

答　

そ
の
よ
う
に
し
た
い
。

御
堂
地
区
関
連
に
つ
い
て

問　

御
堂
地
区
関
連
事
業
と

し
て
設
計
料
7
5
0
万
円
工
事

費
1
0
7
3
万
円
の
内
訳
と
第

1
期
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

答　

祢
津
東
川
の
一
級
河
川

と
の
接
合
部
5
㍍
と
、上
流
の

排
水
路
9
5
0
㍍
の
整
備
を
す

す
め
る
。第
1
工
区
の
進
捗
状

況
は
、28
㌶
分
の
内
、12
㌶
が
現

在
進
め
ら
れ
て
お
り
、30
年
9

月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

市
民
プ
ー
ル
関
連
に
つ
い
て

問　

市
民
プ
ー
ル
施
設
改
修

費
の
5
8
0
0
万
円
の
減
額
理

由
は
。

　

ス
ポ
ー
ツ
等
に
関
す
る
事
務

を
、市
長
部
局
に
移
管
す
る
条

例
改
正
や
、新
た
な
基
金
に
関

連
す
る
改
正
、施
設
の
廃
止
に

伴
う
改
正
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計
補正予算

東
御
市
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問　

な
ぜ
い
ま
、教
育
委
員
会

が
所
管
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

に
関
す
る
事
務
を
市
長
部
局
に

移
管
す
る
の
か
。

答　

全
庁
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
ほ
う
が
、他
の
施
策
や

事
業
が
円
滑
に
な
り
、活
性
化

が
は
か
れ
る
た
め
。

問　

移
管
に
あ
た
っ
て
は
、ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
に
も
と
づ
く
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
を
策
定
し
て

は
ど
う
か
。

答　

し
っ
か
り
参
酌
し
、そ
の

よ
う
に
努
め
る
。

東
御
市
資
金
積
立
基
金
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

湯
の
丸
高
原
の
施
設
基

金
の
原
資
と
運
用
方
法
は
。

答　

資
金
は
、湯
の
丸
高
原
施

設
整
備
の
一
般
寄
附
金
、ふ
る

さ
と
納
税
の
超
過
分
を
あ
て
る
。

運
用
方
法（
使
途
）は
、同
高
原

の
施
設
整
備
事
業
と
運
営
に
も

使
い
た
い
。

東
御
市
高
齢
者
共
同
住
居

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

問　

廃
止
す
る
理
由
と
背
景

は
何
か
。ま
た
そ
の
後
利
用
は
。

答　

利
用
者
が
3
月
末
で
全

く
い
な
く
な
り
、施
設
の
老
朽

化
も
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

施
設
は
取
り
壊
し
新
た
な
利
用

を
考
え
て
い
く
。

　トップアスリートの育成は、競技団体、選手の努力はも
とより、基本的には国が責任をもって施設を建設し、運営
でもバックアップすべきものだ。市長自身、「一自治体が
整備する性格のもではない」としてきた。今回それを180
度方針転換したものだ。
　水泳界の記録向上への努力は、東京五輪後も続く。一時
的熱狂で巨費をかけて、3年で壊す、あとのことはこれか
らというのでは本当に市民益に資するかどうか。いまだ、
市民の合意形成もできていない。

　今回の補正予算で湯の丸高原施設整備推進事業である
体育館、仮設プール建設に伴う関連事業費13億円の債務
負担行為が示された。企業版ふるさと納税制度を活用し
た具体的な金額、財源、スケジュール、建設事業概要が説
明され、事業費の確保にめどが立った。債務負担行為によ
り、30年度早々の建設着手、31年から使用が可能になる。
最良の機会でありスポーツ振興を通して地域の活性化に
つながる事業であると考える。

反対討論

賛成討論

平林　千秋 議員

佐藤　千枝 議員

一般会計補正予算の審議 賛成13
反対2

答　

国
庫
補
助
金
が
3
千
万

円
減
額
さ
れ
た
た
め
、予
定
し

た
工
事
が
来
年
度
以
降
に
先
伸

ば
し
と
な
っ
た
た
め
。

扶
助
費
の
増
額

問　

生
活
保
護
者
に
対
す
る

医
療
扶
助
費
等
の
増
額
原
因
は
。

答　

生
活
保
護
者
の
入
院
・
通

院
レ
セ
プ
ト
件
数
が
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
。

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

問　

高
学
年
の
利
用
す
る
児

童
ク
ラ
ブ
の
実
状
は
ど
う
か
。

答　

希
望
さ
れ
て
い
る
家
庭

に
つ
い
て
は
、現
在
全
て
受
け

入
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

屋内運動施設イメージ図

条例改正
について
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法
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

　
「
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び

東
御
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
は
国
の
法

改
正
に
伴
っ
て
、個
人
情
報
の

定
義
な
ど
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。個
人
情
報
の
保
護
に
関
し

て
必
要
な
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
2

件
あ
り
ま
し
た
。

「
東
御
市
湯
の
丸
高

原
ス
ポ
ー
ツ
交
流

施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い

て
」
は
、
4
0
0
㍍

ト
ラ
ッ
ク
等
の
管

理
を「
湯
の
丸
観
光

開
発
株
式
会
社
」
に
指
定
し
ま

す
。「
東
御
市
湯
の
丸
高
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
に

つ
い
て
」
は
、旧
・
湯
の
丸
自
然

学
習
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を「
一

般
社
団
法
人
信
州
と
う
み
観
光

協
会
」に
指
定
し
ま
す
。い
ず
れ

に
も
、利
用
者
が
使
い
や
す
い

運
営
を
求
め
ま
し
た
。

推
進
と
教
育
予
算
の

増
額
を
求
め
る
陳
情

書
』
は
い
ず
れ
も
採

択
し
、議
員
提
出
と

し
て
政
府
に
あ
て
意

見
書
を
出
し
ま
し
た
。

現
地
調
査

　

海
野
保
育
園
と
12

月
1
日
か
ら
田
中
・

滋
野
地
区
で
収
集
を
開
始
し
た

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設『
エ

コ
ク
リ
ー
ン
と
う
み
』
の
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
と
語
る
会
で
の
意
見

集
約

　

5
か
所
で
行
わ
れ
た
議
会
と

語
る
会
で
は
市
民
の
皆
様
か
ら

全
員
協
議
会
に
は
、倒
木
、土
砂

崩
落
、果
樹（
り
ん
ご
）落
果
な

ど
31
件
の
被
害
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、避
難
所
開

設
な
ど
の
対
応
や
、最
長
60
時

間
に
及
ん
だ
停
電
で
は
、要
支

援
者
へ
の
安
否
確
認
が
行
わ
れ

台
風
21
号
の
被
害
対
応

　

平
成
29
年
10
月
22
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
上
陸
し
た
台
風
21

号
は
、多
く
の
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

審
議
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

　

平
成
29
年
11
月
20
日
に
第

2
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。議
案
は
、台
風
21
号
に
よ
る

被
害
に
対
応
す
る
補
正
予
算

1
7
8
6
万
円
と
、湯
の
丸
高

原
荘
改
修
工
事
請
負
契
約
の
議

決
で
す
。

東
御
清
翔
高
校
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
間
の
道
路
が
通
行

で
き
な
く
な
り
ま
す

　

市
道
、県
・
東
深
井
線
整
備
事

業
の
11
月
開
通
に
伴
い
、「
市
道

路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
」と「
市

道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」
を

審
査
し
ま
し
た
。

　

今
回
、東
御
清
翔
高
校
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
間
の
市
道
が
廃
止

と
な
り
、高
校
の
敷
地
に
な
り

ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、一
般
車
両

の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
形
で
通
行
止
め
に

な
る
の
か
ま
だ
決
ま
っ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、審
査
の
中
で
、市
民

の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

周
知
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
12
月
14
日
に
付

託
さ
れ
た
議
案
10
件
の
審
査
を

15
日
に
行
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
に
関
す

る
事
務
が
市
長
部
局
に
移

管
さ
れ
ま
す

　
「
東
御
市
教
育
に
関
す
る
事

務
の
職
務
権
限
の
特
例
を
定
め

る
条
例
」
に
よ
り
、平
成
30
年

4
月
か
ら
、今
ま
で
教
育
委
員

会
が
主
体
的
に
実
施
し
て
き
た
、

ス
ポ
ー
ツ（
学
校
体
育
は
除
く
）

及
び
文
化（
文
化
財
の
保
護
は

除
く
）
に
関
す
る
事
務
を
市
長

が
管
理
執
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。そ
れ
に
伴
い「
東
御
市

組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」を
審
査
し
ま
し
た
。　

　

あ
わ
せ
て「
東
御
市
職
員
定

数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」に
つ
い
て
教
育
委
員
会
、上

下
水
道
事
業
、農
業
委
員
会
、市

長
の
事
務
部
局
の
定
数
変
更
を

審
査
し
ま
し
た
。

　

所
管
す
る
事
務
や
場
所
も
変

わ
る
の
で
、市
民
が
混
乱
し
な

い
よ
う
周
知
徹
底
を
要
望
し
ま

し
た
。

動
交
付
機
廃
止
と
コ
ン
ビ
ニ
で

の
証
明
書
発
行
に
係
る
改
正
も

さ
れ
ま
し
た
。

B
O
O
K
童
夢
み
ま
き
が

閉
館

　

住
民
の
交
流
お
よ
び
生
活
文

化
学
習
活
動
等
と
同
様
の
役
割

を
周
辺
施
設
が
担
う
よ
う
に

な
っ
て
き
た
こ
と
、ま
た
施
設

が
老
朽
化
し
た
こ
と
か
ら
読
書

施
設（
B
O
O
K
童
夢
み
ま
き
）

を
平
成
30
年
3
月
31
日
限
り
で

閉
館
し
条
例
を
廃
止
す
る
旨
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
共
同
住
居『
ふ
る

さ
と
』の
業
務
終
了

　

社
会
福
祉
法
人
み
ま
き
福
祉

会
を
指
定
管
理
者
と
し
運
営
を

委
託
し
て
い
る
高
齢
者
共
同
住

居『
ふ
る
さ
と
』が
、介
護
保
険

制
度
の
サ
ー
ビ
ス
や
同
種
の
民

間
施
設
の
充
実
に
伴
い
、運
営

を
継
続
し
て
い
く
必
要
性
が
薄

れ
た
こ
と
か
ら
平
成
30
年
3
月

31
日
限
り
で
業
務
を
終
了
す
る

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。今

後
こ
の
よ
う
な
施
設
入
居
を
希

　

本
委
員
会
は
、新
設
条
例
１

件
、条
例
の
一
部
改
正
１
件
、条

例
の
廃
止
２
件
、陳
情
２
件
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

東
御
市
教
育
に
関
す
る
事

務
の
職
務
権
限
の
特
例
を

定
め
る
条
例

　

教
育
委
員
会
が
主
体
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
に
関
す
る
事
務

を
今
後
は
市
長
が
管
理
執
行
す

る
こ
と
に
よ
り
さ
ら
な
る
施
策

展
開
の
た
め
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。市
民
に

丁
寧
に
説
明
を
行
い
、組
織
体

制
が
変
わ
っ
て
も
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
や
、国
の
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計

画
に
基
づ
く
東
御
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
を
速
や
か
に
策
定
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

性
別
記
載
を
廃
止

　
「
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」に
よ
り
、印
鑑
登
録

証
明
書
へ
の
登
録
事

項
か
ら「
性
別
」
を

な
く
し
ま
す
。同
条

例
で
は
市
役
所
の
自

ま
し
た
。補
正
予
算
は
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

湯
の
丸
高
原
荘
改
修
工
事

の
請
負
契
約

　

湯
の
丸
高
原
荘
を
、ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
受
け
皿
に
す
る
た
め

改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。湯

の
丸
高
原
施
設
整
備
計
画
や
、

地
方
創
生
拠
点
整
備
事
業
と
連

望
す
る
方
に
対
し
て
、サ
ー
ビ

ス
が
落
ち
な
い
よ
う
小
規
模
住

宅
等
へ
の
対
応
や
配
慮
を
求
め

ま
し
た
。

陳
情
2
件

　
『
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
を
求
め
る
陳
情
書
』

『
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学
級

湯
の
丸
高
原
施
設
基
金
の
新
設

　
「
東
御
市
資
金
積
立
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

に
よ
り
、施
設
整
備
や
運
営
の

充
実
を
図
る
た
め
に
基
金
の
新

設
を
し
ま
す
。

湯
の
丸
高
原
ス
ポ
ー
ツ
交
流

施
設
に
湯
の
丸
高
原
荘
追
加

　
「
東
御
市
湯
の
丸
高
原
ス

ポ
ー
ツ
交
流
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」に
よ
り
、

「
湯
の
丸
高
原
荘
」が
加
わ
り
、

利
用
料
金
、利
用
時
間
な
ど
が

定
ま
り
ま
す
。

利
用
者
が
使
い
易
い
施
設
と

し
て
適
正
な
指
定
管
理
を

市の組織や市道の廃止など
生活に関わる変更があります

生
活
環
境
・
教
育
・
生
涯
学
習
・

子
育
て
・
病
院
・
健
康
・
福
祉
・
デ

マ
ン
ド
と
多
岐
に
わ
た
り
63
項

目
の
意
見
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。1
項
目
ご
と
精
査
を
し
、今

後
委
員
会
の
テ
ー
マ
と
す
べ
く

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

「 議会と語る会」で出された
意見精査中の常任委員会

リサイクルセンターに集め   られた生ごみを視察

東御清翔高校とグラウンドの間の市道湯の丸高原スポーツ交流施設走り初め

社会
文教

東御市の文化・スポーツ
施策のさらなる充実へ

総務
産業

携
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

改
修
工
事
の
概
要
は
、宿
泊
室

や
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
設
置
な

ど
、多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
対

応
す
る
予
定
と
の
事
で
す
。

　

契
約
金
額
は
約
2
億
1
2
0

0
万
円
で
、工
期
は
平
成
30
年

3
月
30
日
ま
で
で
す
。全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回 

臨
時
会

平
成
29
年

湯の丸高原荘客室イメージ図

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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　昨年の10月24日〜30日、「議会と
語る会（議会報告会）」を市内5地区
の公民館で開催しました。「議会報告
会」はこれまでも開催してきました
が、今回は議会からの報告だけでな
く、参加していただいた市民の皆さ
んに、「福祉・医療」「子育て・教育」「観
光・農業」など、議会や市政に対して
のご意見、ご要望を出し合っていた
だき「ワークショップ」形式で議員
と共に話し合いました。活発な意見
交換となりました。いただいたご意
見、ご要望は常任委員会でまとめて
検討し、市政に反映し、議会活動に活
かして参ります。

議会と語る会
議会報告会

2017年10月開催！

市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
て

市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
て 私たち市民の想いを

いただいたご意見、
ご要望を
グループ分けし、
ふたつの常任委員会へ

それぞれの
常任員会で
意見、要望への
対応を検討

●ホームページへ掲載
●市へ情報提供
●議会としても課題として
　取り組む

今後は…

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会
　総務産業常任委員会では、主に農業、観
光などの産業分野、道路整備や空き家対
策など社会資本や課題についてのご意見、
ご要望を検討しました。
その中でも

●「農業の後継者問題」
●「遊休・荒廃農地対策」
●「観光2次交通に対する課題」
●「生活道路整備に対する要望」
●「空き家対策」

など、各地区共通の「取り組むべき」課題
を把握しました。

　社会文教常任委員会では、皆さんから
のご意見、ご要望を「教育・子育て」「健康・
福祉」「生活環境」の３つに分け内容を検
討しました。

●「小中学校の教育環境の整備」
●「子育て支援の強化」
●「ごみ問題」
●「市民病院への要望」
●「高齢者福祉への支援強化」
●「子どもの貧困や、障害者支援の課題」

など、多くのご意見ご要望をいただき、
今後の対応を検討しました。

「議会と語る会」で出た意見や要望にはどのように対応するの？

ふ
た
つ
の
常
任
委
員
会
で

ご
意
見
ご
要
望
を
ま
と
め
ま
し
た

「議会と語る会」の詳しい内容は「東御市議会」のホームページで紹介します。

活発な意見交換が行われた「 議会と語る会」

議会と語る会
議会報告会

2017年10月
開催！

市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
て

市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
て

「議会と語る会」のトップを切って開催された北御牧地区。
はじめてのワークショップ形式に議員も緊張ぎみ。

田中地区は中央公民館にて開催。土曜日開催という事で、
開催時間を子育て世代の方にも参加しやすい昼間の設定
（午後２時～）としました。

今回の語る会の中で、最も
多くの皆さんにご参加い
ただいた祢津地区。人数が
多いので急遽グループ分
けを多くし開催！時間が
足りないほど活発なご意
見をいただきました。

和地区では、区長経験者の皆さんも多数参加され、地域課題
を中心に意見交換。どの区にも必ず共通する課題があります。

最終日の開催となった滋野地区。「一方的な議会報告より
良かった」「来年もやって欲しい」など嬉しいご意見もい
ただきました。

10月24日

北御牧
地区

10月28日

田中
地区

10月25日

和
地区

10月30日

滋野
地区

10月27日

祢津
地区

こんな議題が
あるのだけど…

みなさんの意見
をまとめました

市ではこの話題
についての
取り組みは？

そうそう
こんな事も
あるよ！

「福祉・医療」「子育て・教育」「観光・農業」など
　　　　　　話したい！　聞いて欲しい！

各地区
開催の様子！

もっと
議員さん
がんばって!!
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一 般 質 問

一 般 質 問 項 目

年
9
月
に
第
2
工
区
が
完
成
す

る
。並
行
し
て
市
が
行
う
地
区
外

排
水
路
整
備
も
進
め
る
。土
地
の

貸
借
は
ほ
ぼ
済
み
、借
り
手
も
決

ま
っ
た
。

問　

市
取
得

予
定
の
非
農
用

地
の
活
用
は
決

ま
っ
た
の
か
。

市
長　

地
元
祢

津
地
区
と
研
究

を
重
ね
、活
用

構
想
は
信
大
に

委
託
し
た
。

産
業
経
済
部
長

　

地
元
や
栽
培

者
の
意
見
を
元

に
構
想
策
定
を

進
め
、
3
月
に

は
報
告
し
た
い
。

問　

周
辺
の

ワ
イ
ン
産
地
と

ど
う
差
別
化
し

問　

御
堂
再
開
発
事
業
の
工

事
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。ま
た

土
地
の
貸
借
状
況
は
ど
う
か
。

市
長　

2
工
区
に
分
け
実
施
。平

成
30
年
9
月
に
第
1
工
区
、同
31

問　

東
御
市
民
病
院
の
再
編

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
捗
状
況

は
。

病
院
事
務
長　

鹿
教
湯
三
才
山

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

問　

そ
の
公
約
に
つ
い
て
選

挙
直
後
の
議
会
で
自
ら「
一
自

治
体
が
整
備
す
る
性
格
の
も
の

で
は
な
く
、国
に
整
備
を
お
願

い
す
る
も
の
だ
」と
説
明
し
た
。

い
ま
公
約
違
反

は
明
白
だ
。

市
長　

東
京
五

輪
に
間
に
合
わ

せ
る
次
善
の
策

だ
。

市
長
講
演

問　

７
月
の

上
田
で
の
講
演

で
県
東
深
井
線

延
伸
計
画
に
つ

い
て「
県
の
高

校
を
建
替
え
る

た
め
に
わ
ざ
わ

ざ
道
路
を
ぶ
つ

け
た
の
で
は
な

い
か
と
言
わ

ー
と
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
た
。

問　

再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
向
け
た
検
討
内
容
と
今
後
の

課
題
は
な
に
か
。

病
院
事
務
長　

取
り
組
み
経
過

や
現
状
と
課
題

な
ど
意
見
交
換

を
行
っ
た
。今

後
は
課
題
解
決

の
た
め
に
具
体

的
な
施
策
、実

施
す
べ
き
手
段

等
を
検
討
協
議

し
て
い
く
。

信
州
パ
ー
キ

ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度

問　

信
州
パ
ー

キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度

（
障
が
い
者
等

用
駐
車
場
利
用

れ
て
、ず
っ
と
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
と
言
っ
て
き
た
が
、

も
う
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る
か
ら
そ

う
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と

の
発
言
を
し
た
の
か
。

市
長　

そ
の
よ
う
に
言
っ
た
。

問　

高
校
問
題
は
15
億
円
道

路
問
題
の
核
心
を
な
す
事
柄
だ
。

市
長
が
真
相
に
触
れ
た
発
言
を

残
し
た
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
。

10
万
円
越
え
る
国
保
税

問　

県
が
示
す
国
保
税
額
は

10
万
円
を
超
え
る
と
ん
で
も
な

い
も
の
だ
。一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
で「
払
え
る
国
保
税
に
」

さ
れ
た
い
。

市
長　

常
識
の
範
囲
内
で
段
階

的
に
投
入
を
考
え
る
。急
激
・
連

続
の
値
上
げ
は
市
民
の
理
解
を

得
る
の
は
大
変
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

証
制
度
）に
つ
い
て
市
民
の
利
用

証
の
交
付
状
況
は
ど
う
か
。ま
た

市
が
管
理
す
る
施
設
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

障
が
い
者
、

高
齢
者
、妊
産
婦
、け
が
人
合
わ

せ
1
1
2
名
が
交
付
を
受
け

て
い
る（
29
年
11
月
現
在
）
市

の
施
設
で
は
、市
役
所
本
庁
舎
、

中
央
公
民
館
、人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

4
施
設
10
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

問　

市
民
周
知
は
十
分
か
。

健
康
福
祉
部
長　

対
象
の
方
が

社
会
へ
出
や
す
く
な
る
大
切
な

制
度
で
あ
り
、譲
り
合
い
や
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て

さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
。

田中　信寿… ………………………………………………
●ワイン産業・観光の振興について●農泊、民泊への取り
組みについて●多面的機能支払事業について
佐藤　千枝… ………………………………………………
●地域に貢献する身近な病院をめざして
●信州パーキング・パーミット制度（障がい者等用駐車
場利用証）について
平林　千秋… ………………………………………………
●市道県・東深井線について●湯の丸高原施設整備事業
について●国民健康保険の都道府県化について
●東御市高齢者福祉計画・第7次介護保険事業計画につ
いて
阿部　貴代枝… ……………………………………………
●災害時の対応について●保育園等の環境等について
●湯の丸高原高地トレーニング施設の整備にかかわる財
源等の状況について
横山　好範… ………………………………………………
●湯の丸高原トレーニング施設の活用及び今後の整備計
画について●水田農業の現状と対策について
山浦　利通… ………………………………………………
●安全で安心な東御市の実現に向けて

若林　幹雄… ………………………………………………
●湯の丸高原高地トレーニング施設整備にかかわる債務
負担行為について

●10年先を見据えたぶどう産地の育成について
●温泉施設の経営改善への取り組みについて
中村　眞一… ………………………………………………
●農業振興について●特定外来植物駆除対策について
髙木　真由美… ……………………………………………
●地域包括ケアシステムの取り組みについて
●健康づくりのためのACEプロジェクトの具体的な取り
組みについて●マイナンバーの活用状況について
山崎　康一… ………………………………………………
●災害対策について●空き家対策について
●小学校改修について●小学校の放課後の居場所について
窪田　俊介… ………………………………………………
●文書館について●会計年度任用職員制度について
●核兵器禁止条約について
依田　政雄… ………………………………………………
●防災力の強化と危機管理の一層の充実について
●若者の夢へのチャレンジを応援について
●ヘイトスピーチ対策の取り組みについて
●SDGs（持続可能な開発目標）の推進について

て
い
く
の
か
。

市
長　

個
性
的
な
小
規
模
ワ
イ

ナ
リ
ー
と
、素
晴
ら
し
い
景
観
、

素
敵
な
料
理
で
魅
力
的
な
地
域

を
目
指
す
。

農
泊
・
民
泊
へ
の
取
り
組
み
は

問　

市
の
状
況
と
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

現
在
、農
泊
が

2
軒
あ
る
。「
民
泊
新
法
」
施
行

を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、滞
在
型

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
で
地
域
活

性
に
つ
な
げ
る
。1
月
よ
り
民
泊

制
度
を
テ
ー
マ
に
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
く
。

問　

民
泊
新
法
へ
の
対
応
は
。

産
業
経
済
部
長　

営
業
日
数
の

制
限
は
考
え
て
い
な
い
。専
用
の

窓
口
を
置
き
問
い
合
わ
せ
に
対

応
す
る
。

※
こ
の
他
、多
面
的
機
能
支
払
事

業
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問　

先
の
市
長
選
挙
で
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ー
ル
に
つ
い

て
何
を
公
約
し
た
の
か
。

市
長　

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

メ
ッ
カ
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。 田中　信寿議員

問答

周
辺
ワ
イ
ン
産
地
と
の
差
別
化
を

ど
う
図
る
の
か

個
性
的
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
と

魅
力
的
な
地
域
を
目
指
す

工事が進む、祢津御堂地区の再開発工事地県が12月22日に示した東御市の国保税額（1人当たり平均）

市の福祉課で交付される利用証（2種類）

佐藤　千枝議員

問答

改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
市
民
病
院
の

目
指
す
改
革
と
は
な
に
か

継
続
可
能
な
経
営
内
容
と
な
る
よ
う
、

経
営
改
革
を
行
う

平林　千秋議員

問答

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で

「
払
え
る
国
保
税
」に

急
激
・
連
続
の
値
上
げ
は

市
民
理
解
を
得
る
の
は
大
変

市政を問う議員
12人

東御市議会のホームページから、今回の一般質問を動画で見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、いつでもご覧いただけます。 東御市議会 検索

一般質問QR
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一 般 質 問一 般 質 問

山浦　利通議員

問答

小
規
模
土
木
事
業
の
実
態
に
つ
い
て

各
区
か
ら
の
要
望
に
対
し

実
施
率
は
20
％
で
あ
る

あ
る
が
。

総
務
部
長　

今
後
3
年
間
の
財

源
確
保
の
状
況
は
現
時
点
で

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
約

10
億
5
千
万
円
、個
人
版
ふ
る

さ
と
納
税
が
約

4
億
2
千
万
円
、

一
般
寄
附
が
約

1
億
3
千
万
円
、

総
額
16
億
円
と

見
込
み
建
設
費

の
財
源
確
保
は

見
通
し
が
で
き

て
い
る
。整
備

後
の
年
間
維
持

管
理
費
と
そ
の

財
源
は
、ラ
ン

ニ
ン
グ
施
設
、

湯
の
丸
高
原

荘
、体
育
館
・
仮

設
プ
ー
ル
で
約

6
千
百
万
円
を

見
込
み
、財
源

ル
ー
ム
や
整
備
予
定
の
仮
設

プ
ー
ル
の
指
定
管
理
に
あ
た
っ

て
は
検
討
す
る
。

問　

竣
工
式
、オ
ー
プ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
を
終
え
て
、ス
ポ
ー
ツ

関
係
者
の
評
価

は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

視

察
に
来
た
チ
ー

ム
の
監
督
・

コ
ー
チ
・
選
手

の
皆
さ
ん
の
評

判
は
良
く
、来

年
は
必
ず
利
用

し
た
い
と
の
話

を
頂
い
た
。ま

た
、5
月
か
ら

8
月
に
か
け
て

高
校
や
実
業
団

か
ら
宿
泊
予
約

や
、視
察
等
の

問
い
合
わ
せ
が

複
数
あ
る
。

問　

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施

設
整
備
の
財
源
と
整
備
後
の
年

間
維
持
管
理
費
と
そ
の
財
源
は
。

ま
た
利
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
と
市
民
と
の
間
に
温
度
差
が

問　

利
用
者
支
援
の
た
め
、ス

ポ
ー
ツ
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
を
配

置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
部
長　

今
後
整
備
す
る
湯

の
丸
高
原
荘
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

問　

小
規
模
土
木
工
事
の
年

間
予
算
は
ど
れ
位
か
。ま
た
、各

区
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
の
実

績
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　

小
規
模

土
木
事
業
の
年
予
算
は
、

5
2
0
0
万
円
で
あ
り
、要
望

箇
所
数
は
2
5
4
ヶ
所
あ
り
、

実
績
は
51
ヶ
所
で
あ
っ
た
。実

施
率
は
20
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

湯
の
丸
高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
施
設
に
伴
う
13
億
円
の
債

務
負
担
行
為
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

仮
設
プ
ー
ル
建
設

事
業
で
、平
成
30
年
4
月
着
工
、

し
か
し
緊
急
な
も
の
に
関
し
て

は
随
時
実
施
し
て
い
る
。

問　

20
％
の
達
成
率
は
余
り

に
低
い
と
思
わ
れ
る
が
。

都
市
整
備
部
長　

今
後
も
緊
急

修
繕
等
の
予
算
を
使
い
な
が
ら
、

要
望
に
応
え
て
い
く
。

産
業
経
済
部
長　

農
林
課
の
市

単
独
土
地
改
良
事
業
補
助
金
制

度
が
1
6
0
0
万
円
計
上
さ
れ

31
年
6
月
完
成
で
進
め
て
い
る
。

問　

予
算
書
に
工
事
の
具
体

的
な
説
明
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
判
断
で
き
な
い
。

市
長　

9
月
議
会
に
お
い
て
概
略

を
示
し
て
あ
る
。

問　

あ
ら
た

め
て
詳
細
設
計

を
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

（
注
）後
日
資
料

が
提
示
さ
れ
た
。

6
割
で
後
継

者
が
い
な
い

問　

今
、ぶ
ど

う
農
家
で
は
高

齢
化
・
後
継
者

不
足
が
深
刻
だ
。

産
業
経
済
部
長

　
ぶ
ど
う
部
会
の

会
員
は
3
0
9
戸
、

栽
培
面
積
は
約

て
お
り
、区
の
長
期
計
画
に
基

づ
い
て
農
道
と
か
用
水
路
の
修

繕
に
対
し
て
補
助
を
し
て
い
る
。

乳
幼
児
に
対
し
て
の
援
助

は問　

フ
ァ
ー
ス
ト
ト
イ
事
業
・

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

フ
ァ
ー
ス
ト

ト
イ
事
業
は
、4
か
月
児
健
診

時
に
市
内
の
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん

を
対
象
に
、子
供
の
感
性
が
豊

か
に
育
つ
事
を
期
待
し
木
の
お

も
ち
ゃ
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、

絵
本
を
送
り
、絵
本
を
通
じ
親

子
の
触
れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら

う
目
的
で
、10
か
月
児
健
診
時

に
実
施
し
て
い
る
。

※
そ
の
他
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
質
問
を
し
た
。

1
0
0
㌶
で
あ
る
。

問　

3
0
9
戸
の
う
ち
後
継
者

が
い
な
い
の
は
ど
の
く
ら
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

約
6
割
で
後

継
者
の
メ
ド
が
つ
い
て
い
な
い
。

問　

対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

平
成
11
年
か

ら
新
規
就
農
者
を
受
入
れ
て
お

り
、定
年
帰
農
者
も
支
援
す
る
。

問　

ぶ
ど
う
農
家
の
平
均
栽

培
面
積
は
約
3
反
歩
だ
。こ
れ

で
は
食
べ
て
行
け
な
い
。や
る

気
の
あ
る
人
に
ブ
ド
ウ
園
を
集

中
さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

産
業
経
済
部
長　

地
域
の
中
で

の
話
し
合
い
を
進
め
て
行
く
。

問　

温
泉
施
設
の
検
討
委
員

会
が
立
ち
上
が
っ
た
と
聞
く
が
。

産
業
経
済
部
長　

温
泉
施
設
の

抜
本
的
な
対
策
の
た
め
に
委
員

を
選
出
し
、1
回
券
と
半
年
券

の
負
担
の
公
平
性
や
施
設
運
営

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

問答

湯
の
丸
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の

管
理
は
ど
う
す
る
か

湯
の
丸
観
光
開
発
㈱
に

管
理
を
委
託
す
る
予
定
で
あ
る

は
、個
人
版
や
企
業
版
の
ふ
る
さ

と
納
税
お
よ
び
一
般
寄
附
等
を

見
込
む
。温
度
差
は
、ア
ス
リ
ー

ト
の
練
習
を
見
て
フ
ァ
ン
に
な

り
応
援
す
る
方
々
も
増
え
、子
ど

も
達
に
も
よ
い
刺
激
と
な
る
。

問　

12
月
補
正
の
プ
ー
ル
の

整
備
費
、29
年
か
ら
31
年
ま
で

の
支
出
を
今
回
予
算
化
、13
億

円
の
債
務
負
担
行
為
と
し
て
提

出
さ
れ
た
。具
体
的
な
予
算
は

ど
こ
で
明
示
さ
れ
る
か
。何
か

あ
っ
た
ら
市
が
保
証
す
る
と
い

う
解
釈
で
よ
い
か
。

総
務
部
長　

実
質
的
効
果
は
、債

務
保
証
の
意
味
合
い
も
あ
る
。財

源
不
足
の
際
、全
額
の
債
務
を
市

が
負
担
す
る
事
に
な
る
。

問　

13
億
円
の
債
務
負
担
行

為
を
し
て
寄
附
金
は
大
丈
夫
か
。

市
長　

現
時
点
で
16
億
円
確
保

の
見
通
し
が
で
き
て
い
る
。問
題

な
い
。

問　

寄
附
金
の
募
集
状
況
と

今
後
の
整
備
予
定
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

企
業
版
、一
般
寄

附
等
総
額
で
16
億
円
が
見
込
ま

れ
る
。体
育
館（
仮
設
プ
ー
ル

含
）
13
億
円
の
債
務
負
担
行
為

を
提
出
し
た
。湯
の
丸
高
原
荘

は
今
年
度
内
、体
育
館
・
仮
設

プ
ー
ル
は
来
年
度
4
月
着
工
、

31
年
6
月
竣
工
を
目
指
す
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
移
設
、人

工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
は
、

今
後
寄
附
金
の
状
況
を
み
て
、

事
業
を
進
め
る
。

問　

体
育
館
・
仮
設
プ
ー
ル
の

利
用
計
画
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

平
成
33
年
の
世
界

水
泳
選
手
権
ま
で
は
プ
ー
ル
と

し
利
用
し
、そ
の
後
は
プ
ー
ル

を
撤
去
し
、床
を
張
り
集
会
場

兼
体
育
館
と
し
て
利
用
す
る
。

※
そ
の
他
、水
田
農
業
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

高所トレーニング国際シンポジウム（湯の丸高原）実りの秋　—　ぶどう農家は収穫に大忙し

湯の丸高原高地トレーニング屋内運動施設イメージ

横山　好範議員

阿部　貴代枝議員

問答

湯
の
丸
高
ト
レ
用
プ
ー
ル
整
備
の

債
務
負
担
行
為
は
大
丈
夫
か

現
時
点
で
16
億
円
確
保
、

債
務
負
担
は
問
題
な
い
と
確
信

若林　幹雄議員

問答

13
億
円
の
債
務
負
担
行
為
の

内
容
説
明
が
な
く
判
断
で
き
な
い

９
月
議
会
に
お
い
て概略

を
示
し
て
あ
る

ファーストトイ事業で贈呈される木のおもちゃ
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議
は
開
催
さ
れ
る
の
か
。　

健
康
福
祉
部
長　

現
在
実
施
し

て
い
る
個
別
の
ケ
ア
会
議
、ま

た
、多
職
種
連
携
会
議
、協
議
体

な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
得
た
課

題
を
整
理
し
、

対
策
の
立
案
、

実
行
ま
で
が
で

き
る
会
議
と
し

て
設
置
す
る
こ

と
を
予
定
し
て

い
る
。　

A
C
E
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の

取
り
組
み
は

問　

健
康
長

寿
を
目
指
し

た
A
C
E
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
具

体
的
な
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
あ
た
り
、よ
り
多

方
面
に
わ
た
っ
た
連
携
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
会

　

昨
年
度
か
ら
市
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
医
療
費
と
特
定

健
診
受
診
結
果
か
ら
、小
学
校

区
別
に
健
康
状
況
の
分
析
を
行

い
、報
告
会
も
開
い
て
お
り
、今

後
は
地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く

り
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

く
。

問　

学
校
現
場
に
お
け
る
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

小
学
校
で
は
健
康

の
大
切
さ
を
認
識
し
、健
康
に

良
い
生
活
や
病
気
の
予
防
に
つ

い
て
も
理
解
す
る
こ
と
。中
学

校
で
は
、健
康
な
生
活
と
疾
病

の
予
防
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
た
め
、飲
酒
、喫
煙
が
健
康
に

及
ぼ
す
影
響
や
が
ん
に
関
す
る

学
習
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

※
そ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
推
進
等
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

る
現
状
の
中
で
、小
規
模
の
農

家
を
い
か
に
支
え
る
か
が
東
御

市
農
業
の
課
題
と
い
え
る
。そ

ん
な
中
で
、市
の
支
援
制
度
は

ど
の
様
に
機
能
し
て
い
る
か
。

ま
た
、品
質
重

視
の
消
費
ニ
ー

ズ
に
左
右
さ
れ

る
農
産
物
流

通
へ
の
対
応
や
、

6
次
産
業
化
・

観
光
農
業
へ
の

取
り
組
み
に
資

す
る
、東
御
市

ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
に
向
け
た
現

状
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長

　

限
り
あ
る
財

源
を
効
果
的
に

と
い
う
原
則
の

も
と
、荒
廃
地

復
旧
対
策
・
果

問　

現
在
の
農
業
は
、担
い
手

不
足
・
大
規
模
化
推
進
・
経
済
連

携
協
定
等
の
重
要
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。し
か
し
、農
業
生
産

の
大
半
を
小
規
模
農
家
が
支
え

樹
栽
培
対
策
・
ハ
ウ
ス
栽
培
振

興
・
堆
肥
活
用
等
々
の
各
事
業

補
助
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。ま

た
有
機
化
等
、グ
ロ
ー
バ
ル
ギ

ャ
ッ
プ
認
証
取
得
な
ど
に
よ
る

高
品
質
農
産
物
の
証
明
は
、ブ

ラ
ン
ド
化
の
有
効
な
手
段
と
な

る
の
で
、関
係
者
間
の
協
議
を

進
め
て
い
く
。

特
定
外
来
植
物
駆
除
対
策

に
つ
い
て

問　

荒
廃
化
抑
止
や
景
観
整
備

の
た
め
に
外
来
植
物
駆
除
活
動

は
大
変
重
要
だ
が
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
策
と
い
う
一

面
も
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

特
定
外
来
植

物
生
育
分
布
図
を
作
成
し
た
。

四
月
に
説
明
会
を
も
ち
、各
区

の
連
携
を
視
野
に
地
域
挙
げ
て

の
継
続
駆
除
活
動
と
な
る
よ
う

協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

北部区老人会　むつみ会の外来植物駆除活動

東御市証明書コンビニ交付サービス始まる

中村　眞一議員

問答

農
業
振
興
に
つ
い
て

生
産
基
礎
強
化
や
流
通
促
進
の
た
め
の

支
援
を
し
て
い
る

髙木　真由美議員

問答

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は

現
在
は
個
別
ケ
ア
会
議
を実施

し
て
い
る

山崎　康一議員

問答

県
道
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合

市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か

現
地
確
認
か
ら
対
応
措
置
ま
で

原
則
県
が
す
る

問　

台
風
21
号
の
際
、防
災

メ
ー
ル
等
で
通
行
止
め
情
報
は

流
し
て
も
ら
え
た
の
か
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　

今
回
、通
行

止
め
箇
所
の
情
報
提
供
に
つ
い

問　

地
方
自
治
体
の
非
常
勤

職
員
に
か
か
わ
る
法
改
正
に
よ

り
、平
成
32
年
度
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
施
行
さ
れ

る
。市
独
自
に
も
処
遇
改
善
の

て
は
、エ
フ
エ
ム
と
う
み
に
お

い
て
は
随
時
情
報
を
流
し
た
が

規
制
箇
所
が
多
く
、正
確
な
情

報
把
握
に
時
間
を
要
し
、メ
ー

ル
配
信
に
つ
い
て
は
、通
行
制

限
、解
除
情
報

発
信
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逸
し
、

通
勤
に
混
乱
を

招
い
て
し
ま
っ

た
。今
後
は
県

や
庁
内
等
の
情

報
連
絡
体
制
を

密
に
す
る
。

空
き
家
対
策

に
つ
い
て

問　

空
き
家

対
策
計
画
を
策

定
し
、特
定
空

き
家
と
認
定
し

た
場
合
、行
政

代
執
行
が
着
地

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
求
め
る
。

総
務
部
長　

現
状
に
お
い
て
臨

時
、非
常
勤
職
員
は
行
政
の
重

要
な
担
い
手
と
認
識
し
て
い

る
。新
制
度
の
導
入
に
合
わ
せ

て
、法
改
正
の

趣
旨
に
沿
っ
た

任
用
、服
務
、勤

務
条
件
等
の
制

度
や
処
遇
の
改

善
を
進
め
る
中

で
、市
独
自
の

対
応
が
可
能
か

ど
う
か
、様
々

な
角
度
か
ら
検

討
し
て
い
き
た

い
。

核
兵
器
禁
止

条
約
に
つ
い

て問　

核
兵
器

禁
止
条
約
の
採

点
に
な
る
と
思
う
が
、ど
の
よ

う
な
手
続
き
を
踏
ん
で
、ど
の

く
ら
い
期
間
が
か
か
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

指
導
・
助
言
、

次
に
勧
告
・
命
令
。お
お
む
ね
段

階
ご
と
1
年
程
度
。そ
れ
で
も

解
決
で
き
な
い
場
合
に
、行
政

代
執
行
が
可
能
に
な
る
が
手
続

き
な
ど
で
2
、3
年
程
度
か
か

る
。

小
学
校
改
修
に
つ
い
て

問　

田
中
小
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
、教
室
の
エ
ア
コ
ン

設
置
希
望
が
、25
％
と
最
も
多

い
意
見
だ
っ
た
。エ
ア
コ
ン
導

入
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

教
室
次
長　

エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て
は
、学
校
長
寿
命
化
に

関
す
る
学
校
別
の
改
修
計
画
と

あ
わ
せ
て
、そ
の
必
要
性
を
含

め
検
討
す
る
こ
と
が
現
実
的
だ

と
考
え
る
。

択
に
尽
力
し
た
核
兵
器
廃
絶
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
I
C
A
N

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
授
賞
し

た
。核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
、市

長
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

被
爆
国
日
本
が
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
を
す
べ
き
か

否
か
に
つ
い
て
、東
御
市
は
、平

和
と
人
権
を
守
る
都
市
宣
言
を

制
定
し
た
。戦
争
の
歴
史
を
学

び
、核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
、平

和
を
推
進
す
る
た
め
に
行
動
す

る
と
う
た
っ
て
い
る
。ま
た
平

和
首
長
会
議
に
加
盟
す
る
1
人

と
し
て
、「
こ
ん
な
思
い
を
ほ

か
の
誰
に
も
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
被
爆
者
の
思
い
を

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、世
界
で

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国

が
、条
約
を
批
准
し
て
実
効
性

の
あ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
と
な

る
よ
う
、更
に
尽
力
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
う
。

窪田　俊介議員

問答

市
独
自
の
臨
時
職
員
等
の

処
遇
改
善
を
求
め
る

市
独
自
の
対
応
が
可
能
か
ど
う
か

検
討
し
た
い

会計年度任用職員制度の解説図（総務省マニュアルより）

台風21号で土砂崩落した県道羽毛山大日向線
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一 般 質 問

第
４
回
定
例
会
で

可
決
・
同
意
し
た

補
正
予
算
、条
例
等

平成29年◆
平
成
29
年
度
一
般
会
計

　
（
第
6
号
）

　
　

1
億
8
0
6
0
万
2
千

円
を
追
加
し
、
総
額
は

1
5
3
億
1
9
3
万
7
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
（
主
な
質
疑
や
内
訳
は
２
～

３
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

◆
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計（
第
1
号
）

　
　

２
７
５
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
は
39
億
７
７
５
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。退
職
被
保

険
者
等
に
か
か
る
療
養
給
付

費
等
の
増
額
補
正
で
す
。

◆
平
成
29
年
度
公
営
企
業
会
計

（
2
件
）

◆
東
御
市
教
育
に
関
す
る
事
務

の
職
務
権
限
の
特
例
を
定
め

る
条
例

　
　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
関
す

る
事
務
を
市
長
が
管
理
執
行

す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
　
4
件

　

※
４
～
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

◆
東
御
市
読
書
施
設
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　
　

読
書
施
設（
B
O
O
K
童

夢
み
ま
き
）を
閉
館
と
す
る

た
め
条
例
を
廃
止
し
ま
す
。

◆
東
御
市
高
齢
者
共
同
住
居
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

　
　

高
齢
者
共
同
住
居
ふ
る
さ

と
の
業
務
を
終
了
す
る
た
め

条
例
を
廃
止
し
ま
す
。

　
　

県
・
東
深
井
線
開
通
に
伴

い
２
路
線
を
廃
止
し
、４
路

線
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
　
（
４
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　

※
４
～
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　
　

第
５
次
上
田
地
域
広
域
計

画
策
定
に
伴
っ
て
、規
約
の

事
務
項
目
を
変
更
し
ま
し
た
。

条
例
の
新
設
　
1
件

条
例
の
一
部
改
正
　
7
件

条
例
の
廃
止
　
2
件

市
道
路
線
の
廃
止
と
認
定

規
約
の
変
更
　
1
件

指
定
管
理
者
の
指
定
　
2
件

市のリサイクル施設「エコクリ－
ンとうみ」がいよいよ完成。昨

年の12月から、田中地区・滋野地区で
生ごみの分別収集が始まり、施設に投
入され堆肥化処理が進められていま
す。できあがった堆肥は、当面は希望
する市民の方に無料で提供され、家庭
農園や花壇などで活用することができます。
　業者の方の話では、東御市の生ごみはとても質が良いとの事です。市民の皆様がしっかりとル－
ルに従って、生ごみを出してくださっているからなのだと、実感しました。
　実際に生ごみの分別を始めた方からは、「生ごみの分別は大変でしたが、だいぶ慣れてきた」とか、
「生ごみだけ畑に埋めている」などそれぞれ取り組んでくださっているようです。
　祢津・和地区また北御牧地区においても、順次分別回収が始まります。可燃ごみの減量化・資源化
を進めていくためには、市民の皆様お一人お一人の意識が大切ですね。

議　
案　
番　
号

会派名・議員名

案　件

東翔の会 さわやかな
風の会 太陽の会 日本

共産党 公明党

横
山
　
好
範

栁
澤
　
旨
賢

青
木
　
周
次

佐
藤
　
千
枝

田
中
　
信
寿

依
田
　
俊
良

長
越
　
修
一

山
崎
　
康
一

中
村
　
眞
一

阿
部
貴
代
枝

若
林
　
幹
雄

髙
森
　
公
武

山
浦
　
利
通

平
林
　
千
秋

窪
田
　
俊
介

依
田
　
政
雄

髙
木
真
由
美

議案第73号 平成29年度東御市一般会計補正予算（第6号） ○ 欠 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

下記以外の議案等は、全会一致でした。本会議での各議員の賛否　
（賛成「○」、反対「●」、議長「/」）定例会の議決結果

災
害
と
呼
べ
る
日
常
生
活
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
た
。今
後
隣

組
単
位
で
の
共
助
態
勢
の
強
化

を
区
長
、民
生
委
員
、介
護
事
業

者
等
と
連
携
を
図
り
対
応
す
る
。

若
者
の
夢
応

援
を

問　

若
者
の

夢
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
対
し
、

応
援
す
る
こ
と

は
、地
域
の
魅

力
創
造
に
つ
な

が
る
。取
り
組

み
は
。

教
育
次
長　

チ

ャ
レ
ン
ジ
に
必

要
と
な
る
学
び

の
機
会
を
提
供
、

支
援
す
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が

必
要
と
考
え
る
。

問　

台
風
21
号
の
被
害
状
況
と

停
電
等
に
よ
る
市
民
へ
の
二
次

災
害
状
況
等
の
対
応
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

一
部
地
域
で
は
60

時
間
に
わ
た
る
停
電
で
、二
次

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策

問　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
に
伴
う
取
り
組
み
は
。

市
民
生
活
部
長　

市
民
の
国
際

理
解
を
深
め
、国
際
交
流
活
動

等
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
中
で
、

偏
見
や
差
別
を
な
く
す
た
め
の

教
育
・
啓
発
・
支
援
・
相
談
体
制

の
強
化
に
努
め
る
。

S
D
G
s（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）の
推
進

問　

本
市
で
も
企
業
や
民
間

団
体
と
の
連
携
の
も
と
、世
界

の
貧
困
や
格
差
の
解
決
に
繋
が

る
よ
う
な
具
体
的
な
S
D
G
s

推
進
が
必
要
。市
の
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長　

子
ど
も
の
貧

困
、引
き
こ
も
り
対
策
な
ど
の

施
策
を
し
っ
か
り
と
推
進
す
る

こ
と
が
、
S
D
G
s
達
成
に
向

け
た
取
り
組
み
と
考
え
る
。

倒
トウフク

伏による電線被害、自然災害への防災力の強化

依田　政雄議員

問答

台
風
21
号
で
の
停
電
と

二
次
災
害
の
対
応
は
ど
う
か

区
長
、民
生
委
員
、介
護
事
業
者
等
と

今
後
も
連
携
対
応
す
る

追って
話題を 生ごみリサイクル施設完成

生ごみリサイクル施設に集められた生ごみ

採決結果:◎全会一致で可決、同意、承認○賛成多数で可決×は否決

採決結果:◎全会一致で可決、同意、承認○賛成多数で可決×は否決

定例会の提出案件の審議結果

臨時会の提出案件の審議結果

第４回

第２回

常任委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。

常任委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。

議案番号 案　　件 採決
結果

常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

議案第73号 平成29年度東御市一般会計補正予算（第6号） ○ ― ― 
議案第74号 平成29年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ◎ ― ― 
議案第75号 平成29年度東御市水道事業会計補正予算（第1号） ◎ ― ― 
議案第76号 平成29年度東御市下水道事業会計補正予算（第1号） ◎ ― ― 
議案第77号 東御市教育に関する事務の職務権限の特例を定める条例 ◎ ◎
議案第78号 東御市組織条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第79号 東御市個人情報保護条例及び東御市情報公開条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第80号 東御市印鑑条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第81号 東御市職員定数条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第82号 東御市資金積立基金条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第83号 東御市湯の丸高原スポーツ交流施設条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第84号 東御市読書施設条例を廃止する条例 ◎ ◎
議案第85号 東御市高齢者共同住居条例を廃止する条例 ◎ ◎
議案第86号 東御市湯の丸高原スポーツ交流施設の指定管理者の指定について ◎ ◎
議案第87号 東御市湯の丸高原ビジターセンターの指定管理者の指定について ◎ ◎
議案第88号 上田地域広域連合規約の変更について ◎ ◎
議案第89号 市道路線の廃止について ◎ ◎
議案第90号 市道路線の認定について ◎ ◎
陳情第11号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める陳情書 採択 ◎
陳情第12号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書 採択 ◎

議員提出議案第7号 東御市議会委員会条例の一部を改正する条例 ◎
議員提出議案第8号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書の提出について ◎
議員提出議案第9号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書の提出について ◎

議案番号 案　　件 採決
結果

常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

議案第71号 平成29年度東御市一般会計補正予算（第５号）の専決処分の承認を求めることについて ◎ ― ― 
議案第72号 平成29年度湯の丸高原荘改修工事請負契約の締結について ◎ ― ― 
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　議会のことについて、お聞きしたいこと、ご不明なこと、意見、提
案等がございましたら、お近くの議員、または、議会事務局へお尋ね
ください。問題、課題をみんなで考えて行きます。

今回の補正予算での債務負担行為の事業内容は？

「債務負担行為」ってどんなことですか？

湯の丸高原施設整備推進事業費の財源とされる
企業版ふるさと納税等の寄附金が集まらなかった場合
はどうなりますか？

事業内容に変更が生じたらどうなるのですか？

Q
質問

Q
質問

Q
質問

Q
質問

12月議会で承認された債務負債行為補正の内訳は下表のとおりです。

　通常、予算案は、その年度内（一年）の収入とそれにみあう支出（事業
など）で編成し、議会の承認を得なければなりません。

　事業が複数年度にまたがる場合は、期間と支出限度額を定め、その期間内での
支出を保証する予算をたてます。これを「債務負担行為」といいます。これは、「設
定期間内の支出を拘束し、議会もこれを削除することができない」という予算制
度です。
　議会で「債務負担行為」が承認されることで、市はその事業の仮契約を結ぶ事
ができます。

　債務負担行為の設定期間中に契約を結ぶのであれば、計画年度の歳
出予算が執行できなくても、債務負担行為の効力には影響ないとされ

ており、債務負担行為に定めた期間と限度額の範囲内で、改めて次年度以降に歳
出予算を計上することができます。
　また、支出の限度額を増額する場合は、その部分に係る新たな債務負担行為を
設定し、議会の承認を得なければなりません。

　12月議会において「私の責任で集めきる」との市長答弁と、「現段階で予定さ
れている寄附金等の額は、当該事業の予算額を満たしている」とした市の説明に

よって、債務負担行為を含む補正予算は賛成多数で可決されました。集めきれなかった場
合は、一般財源から補てんすることになります。
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A
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債
さ い 　 む 　 ふ 　 た ん

務負担行
こ う

為
い

って
なに？

Q A＆
議会議会

ぎかい
12月議会の一般会計補正予算
審議で債務負担行為補正予算
案が提案・可決されました。
今回は「債務負担行為」に焦点
をあててみます。

？

？

？

？

事　項 期　間 限 度 額

湯の丸高原施設整備推進事業
費屋内運動施設（仮設プール
含む）建設事業

平成29年度から
平成31年度まで 13億円

生ごみリサイクル施設運営業
務委託費

平成29年度から
平成45年度まで

運営業務委託料898.4万円
と、廃棄物処理量、物価変動
及び制度変更等に伴う経費
に相当する額

花いっぱい運動花苗栽培委託 平成29年度から
平成30年度まで 300万円
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一
昨
年
の
市
議
選
に
よ
り
構
成
さ
れ
た

議
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
議
会
活
性
化
」で

す
。活
性
化
調
査
研
究
委
員
会
で
検
討
を
重

ね
、で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
具
体
化
す
る
、そ

う
い
う
機
動
性
を
も
つ
改
革
で
す
。

　

前
号
で
は
、決
算
審
査
を
予
算
編
成
に
つ

な
げ
る
審
議
を
お
こ
な
い
、6
項
目
の
附
帯

意
見
を
付
け
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。12

月
議
会
に
市
側
か
ら「
次
年
度
予
算
に
反
映

し
ま
す
」と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、そ
の
内

容
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
の
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
、

「
議
会
と
語
る
会
」と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

方
式
で
た
く
さ
ん
の
要
望
・
ご
意
見
を
伺
い

ま
し
た
。今
号
特
集
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

た
よ
う
に
、市
政
へ
の
反
映
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ご 意 見 ご 感 想
　市議会だよりについて、ご意見・
ご感想また、市議会へのご意見・ご
要望もお受けしていますので、下記
までお寄せください。

この広報は議員の自主編集で発行しています。

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

平
林
　
千
秋

議会傍聴へようこそ
明日の東御市を拓く市議会◆あなたも参加しませんか… 第１回定例会における一般質問は

３月6日・8日・9日に予定されています。

若者フォーカス若者フォーカス若者フォーカス若者フォーカス
岩井屋のみなさん

ＮＰＯ法人「普通の暮らし研究所」

し
た
時
を
あ
げ

ら
れ
、西
山
さ

ん
は「
障
が
い

を
持
っ
た
方
と

接
し
て
い
る
と

自
分
自
身
が
変

わ
っ
て
い
く
。

人
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
気
持

ち
に
な
る
」
と

ご
自
身
の
変
化

の
瞬
間
も
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
関
係
は
、〝
人
手
不

足
〟
が
大
き
な
問

題
で
す
。岩
井
屋
さ
ん
も
同
様

で
、解
決
に
は
賃
金
な
ど
の
待

遇
改
善
が
必
然
で
す
。「
行
政
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
欲
し
い
」と

の
事
。ま
た「
富
山
型（
共
生
型
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
、も
っ
と
関

心
を
持
っ
て
知
っ
て
欲
し
い
」

と
い
う
希
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
な
人
に
も
、生
き
が
い

の
あ
る
普
通
の
く
ら
し
を
し
て

欲
し
い
」と
頑
張
る
皆
さ
ん
か

ら
、「
人
と
接
し
、理
解
し
合
う

中
で
大
き
な
喜
び
が
あ
る
」と

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

（
取
材
／
髙
森・山
浦・田
中
）

先
ず〝
こ
の
仕
事
に
就

い
た
理
由
〟と〝
仕

事
へ
の
思
い
〟を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　

荒
井
さ
ん
が
仕
事
に
就
か
れ

た
理
由
は「
様
々
な
人
を
一
緒

に
受
け
入
れ
る『
富
山
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
』に
関
心
を
持
っ
て
」

ま
た「
仕
事
の
中
で
自
分
も
成

長
で
き
る
」と
の
こ
と
で
し
た
。

宮
越
さ
ん
は
元
々
保
育
士
さ

ん
。「
発
達
障
が
い
の
子
ど
も
を

支
援
し
た
い
」と
こ
の
仕
事
に
。

「
子
ど
も
た
ち
に
は
自
分
の
居

場
所
を
見
つ
け
、自
信
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
も
。西
山
さ

ん
は
、障
が
い
を
持
つ
方
と
一

緒
に
農
園
の
管
理
と
、収
穫
し

た
農
産
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

「
畑
が
増
え
て
手
が
ま
わ
ら
な

い
」と
い
う
悩
み
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　
〝
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
〟

と
の
質
問
に
は
、荒
井
さ
ん
は

「
利
用
者
が
新
し
い
事
に
挑
戦

し
自
信
を
持
っ
た
と
き
」宮
越

さ
ん
も「
子
ど
も
た
ち
の
自
信

を
持
っ
た
、生
き
生
き
と
し
た

表
情
を
見
た
と
き
」と
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
前
向
き
な
姿
に
接

左から高齢者介護支援担当の荒井さん、発達障がい
など

子育て支援担当の宮越さん、障がい者の就労支援担
当の西山さん。

誰もが自分らしく、誇りや生きがいをもって日々を送るお手伝い！

若者フォ
ーカス

若者フォ
ーカス

若者フォ
ーカス

若者フォ
ーカス 岩井屋の

みなさんＮＰＯ法人「
普通の暮らし

研究所」

若者フォーカス若者フォーカス若者フォーカス若者フォーカス
岩井屋のみなさん

ＮＰＯ法人「普通の暮らし研究所」
　

今
回
は
、高
齢
者
、子
ど
も
た
ち
、障
が

い
の
あ
る
方
を
一
緒
に
受
け
入
れ
る「
富

山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」を
実
践
さ
れ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人・
普
通
の
暮
ら
し
研
究
所

「
岩
井
屋
」の
、荒
井
さ
ん
、宮
越
さ
ん
、西

山
さ
ん
で
す
。
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「富山型デイサービス」とは
富山県で、高齢者介護施設に障がいのある方や、子どもたちを一
緒に受け入れる試みが全国に先駆けて実施され、これが「富山型
(共生型)デイサービス」といわれるようになりました。

「岩井屋」さんの主な事業活動
●高齢者介護支援●子どもの発達障害支援
●障がいのある方の就労支援
※詳しくはホームページをご覧ください。http://www.iwaiya.org

東御市　岩井屋 検索


